
ＴＯＰ森のくれよん京都 2014 9 月活動報告 

 

 

  IN 山科の家 

活動日時：9 月 14 日（日） 

活動プログラム： 

午前 

集合・あいさつ 

おはよう！みんな今日はどんな具材

持ってきたのかな？どんなカレーにな

るか楽しみだね。  

野外炊飯 

（カレー） 

早速二つのグループに分かれてレッツ

クッキング！うまく作れるかな？ 

何もないかまどに火をおこそう。どうや

ったら火がつくのかな？火をつけるた

めに、まずは山の中へ枝拾い。どんな枝

がいいのかな？ 

はじめての包丁。少し怖いけどなんでも

挑戦してみよう！ 

かまどではいい匂いがしてきたね！ 

出来上がり 

出来上がり！少しのおこげも香ばし

くておいしいね。お家のカレーよりも美

味しい！？ 

午後 

お片付け 

おやつ 

 みんなで綺麗に完食したら、お片付

け！最後までみんなで頑張ることがで

きるかな？なかなか落ちない汚れに悪

戦苦闘…リーダーも仲間もみんな一丸

となって頑張ろう！ 

まったね～ 

 全部終わったらおやつが待っていた

ね。最後まで頑張ったご褒美だね。来月

もみんなで力を合わせて頑張ろうね！ 

＜全体感想＞ 

 

今月は山科の家で野外炊飯を行いました。一人一品具材を持ち寄り、お野菜たくさんゴロ

ゴロカレーになりました。そして今月はくれよんで初めてのグループでの活動でした。調理

を開始すると、一人ひとりが“何でもしてみたい！”という好奇心にかられ「みんなで力を

合わせようね」と最初確認したことをすっかり忘れている様子でした。しかし、自分のでき

なかったことを友達が難なくこなす様子を見て、お友達を頼ったり、役割分担をすることで

違う役割をしているお友達のことを気にかけたりと、徐々に周りへの視野を拡げていました。

お友達の存在を今一度確認できたのではないでしょうか。くれよんでは個人の創造性や発見

や興味関心を大事にする「一人あそび」を尊重しつつ、その発見を共有しまた認め合う「集

団あそび」の良さも大事にしていきたいと改めて感じました。子ども同士が刺激し合い、自

然の中や活動を通して心身共にのびのびと発育できる環境作りをしていきます。 

（濱野かおる） 


